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研究要旨 

平成 23（2011）年度～25（2013）年度の 3年間、仙台市繁華街のドロップイン施設（community 

center ZEL：平成 22 年 3 月開設）が活動拠点となり、東北地域の MSM における HIV 感染拡大抑

制のための企画立案・実施・評価研究がなされた。平成 22 年度の終り（2011.3.11）に東日本大

震災が発生し、本研究はその復興期の初期 3年と重なる。平成 23 年度は震災による影響でゲイコ

ミュニティにおけるイベントの中止、ゲイビーチの喪失、商業施設の減少、コンドーム配布数減

少（4,250 個→1,950 個）等が見られ、アウトリーチ活動に制限が生じた。しかし、ZEL 来館者は

会館時間を延長することにより増加、GCQ アンケートによれば HIV 抗体検査の過去１年間の受検

率が 32％と最高値を呈した。平成 24 年度は復興需要に合わせ仙台市への人口流入が生じ、HIV

感染拡大が懸念された。ZEL 来館者は 1,332 名（H24.12 月）と前年度同時期の 91％にとどまり、

新規来館者数も 59％と減少した。情報提供のための ZEL 新規企画：「HIV 陽性者と語ろう」は、毎

回 HIV 陽性者の参加があり、陽性者と話す機会の少ない MSM にとってニーズを満たす企画となっ

た。他県（岩手/盛岡市）へも啓発範囲を拡げ、HIV 即日検査会の MSM 向け告知資材（フライヤー）

を同市商業施設に配布できた。さらに定期的コンドーム配布に加えハッテン場での配布も開始し

た。保健所検査受検者を対象にした質問紙調査やインターネット横断調査・追跡パネル調査(GCQ

アンケート)により仙台市の MSM 特性、広報資材の認知程度が明らかとなり、MSM の HIV 抗体検査

の過去１年間の受検率が最高（35％）となっていること、コンドーム常用率が 30～55％と低く特

に友達やセクフレで使用割合が低くなることが解った。震災から 3年目の平成 25 年度は、仙台市

への人口流入が依然として続いており、HIV 感染拡大が懸念されるもののその兆候はみられてい

ない。ZEL の周知を考慮したフリーペーパーや、コンドーム使用を呼びかけるポスター・カード

の作成配布、種々のイベント・バレーボール大会などを介して啓発活動が行われ、平成 24 年度と

同様の保健所検査受検者を対象とした質問紙調査や GCQ アンケートによれば、仙台市保健所検査

受験者における MSM の割合が漸増しているだけでなく、仙台市 HIV 即日検査会においても MSM の

割合が著増しており、コミュニティセンターを中心とした啓発活動の有用性が高まった。東北地

域の高い「いきなり AIDS」率は以前から指摘されているが、平成 23～25 年度の 3 年間で東北に

おいて報告された新規 HIV 感染者は 87 人（累計数 408 人→495 人）、「いきなり AIDS」率は 40％

を越えている。この間、各県では中核拠点病院の整備が進むとともに HIV 抗体検査の算定要件が

改訂され、HIV 診療の 2 極化の是正と抗体受検数増加が期待された。幸運なことに感染者の爆発

的な増加のきざしはないが、AIDS 発症率を低下させるためには性感染症（梅毒、B型肝炎、クラ

ミジア等）を意識して検査アプローチを図るだけでなく、あらゆる機会をとらえて抗体検査を実



施していく必要がある。また、感染拡大を抑制していくには抗体検査の実施機会を増やし早期診

断を促し早期に治療をおこなうことにより 2 次感染を抑える必要がある。MSM を対象とした啓発

活動はさらに重要性を増している。 

 

A.研究目的 

 HIV 感染症の拡大を抑止するためには MSM

に対する積極的なアプローチが必要である。

効果的な HIV 感染予防対策のため、MSM を対

象に種々の企画を立案・実施し、さらにその

評価を的確に行うための体制整備に関して研

究を行う。平成 23～25 年度の 3年間、東北地

域における研究について分担した。 

 

B.研究方法 

「仙台医療センター」、平成 5 年より HIV

に関わる活動をしているNPO「東北HIVコミュ

ニケーションズ（THC）」、ゲイコミュニティ向

けの HIV 啓発チーム「やろっこ」の三者を中

心として、行政、医療、福祉、コミュニティ

等と協働して東北地域における男性同性間の

HIV 感染対策（下記 1～4 の事項）について、

介入、企画実施、調査・研究を行なった。特

に 3.のゲイコミュニティへの啓発活動とし

て、community center ZEL の運営、啓発資材

の作成・配布、HIV を身近に感じるためのイ

ベントの開催、ゲイコミュニティを対象とし

たアンケート調査を行った。また、保健所の

HIV 検査受検者を対象とした質問紙調査を行

い、検査受検者の特徴や差異を把握した。 

1.医療者への積極的な HIV 検査の勧め 

2．仙台医療センターの HIV 感染者における 

 重複性感染症（STD：sexually transmitted 

disease）の解析 

3. ゲイコミュニティへの啓発活動 

4. MSM における行動科学調査及び介入評価研 

究 

 

C.研究結果 

東北ブロックにおける HIV 感染者・AIDS 患 

者の累積数は平成25年9月時点で495名と報

告され、3年間で 87 名増加した（図 1)。 

仙台医療センターの受診者の内訳（H25.12

月末まで）をみると（図 2）、感染経路別頻度

に変化はみられず、東北においても MSM 対象

の介入研究の重要性は変わらない。 
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1. 医療者への積極的な HIV 検査の勧め 

HIV感染症はSTDであることから種々のSTD

の診断を HIV 抗体検査の機会ととらえ検査件

数の増加を促し、早期診断に結び付けること 

が必要である。 

以下に記す種々の研修会・会議を通して医

療従事者に対して、改定内容を周知すること



により積極的な HIV 検査の必要性について情

報提供するとともに、行政とも連携し抗体迅

速検査も実践した（開催時期、参加者数は省

略：各年度報告参照）。 

1)ブロック拠点・中核拠点・拠点病院連携（医

師・歯科医師・看護師・薬剤師対象） 

東北エイズ/HIV 看護研修、東北エイズ歯科

診療協議会・連絡会議、東北ブロック・エイ

ズ拠点病院等連絡会議、東北エイズ/HIV 拠点

病院等薬剤師連絡会議、東北エイズ臨床カン

ファレンス、東北 HIV ネットワーク会議、宮

城県歯科医師会 HIV 研修、東北エイズ中核拠

点病院歯科連絡会議、HIV/AIDS 臨床検討会、

宮城県 HIV/AIDS 学術講演会 

 

2)心理・MSW 連携 

東北エイズ・HIV 拠点病院等心理・福祉職連絡

会議、HIV 感染者の挙児希望にかかるカウンセ

リング体制整備会議 

 

3)行政連携 

HIV 迅速検査会（仙台市主催）、仙台市エイズ・

性感染症対策推進協議会（仙台市主催）、仙台

医療センター健康まつり即日検査会 

 

4)介護福祉連携 

AIDS/HIV 感染症出張セミナー、H25 年度 HIV

感染者・エイズ患者の在宅医療、介護環境整備

事業実地研修 

 

5)啓発・教育 

岩手の高校生、大学生を対象に講義、院内新人

オリエンテーション、山形病院附属看護学校講

義 

 

6)その他（別主催研修/会議出席、講演など） 

ACC 看護研修、ACC/ブロック拠点病院看護管

理者会議、ACC/ブロック拠点病院実務担当者

フォローアップ研修、ACC/ブロック拠点病院

実務担当者会議、全国中核拠点病院連絡調整

員会議、2013 AIDS 文化フォーラム in 横浜、

HIV/AIDS ブロック拠点病院薬剤師連絡会、第

51 回抗 HIV 薬服薬指導のための研修会、第 23

回日本医療薬学会、etc. 

 

2. 仙台医療センターの HIV 感染者における  

重複 STD の解析 

重複 STD の解析（図 3）では、MSM における

STD 重複感染率（特に梅毒、クラミジア、Ｂ

型肝炎）が非常に高い。本調査がカルテベー

スの後ろ向き調査であることを考えると、実

際の重複感染率は、さらに高値を呈するもの

と思われる。 

 

 

3.ゲイコミュニティへの啓発活動 

MSM を対象とした community center ZEL(以

下、ZEL)は、2010 年 3月 20 日に仙台の繁華

街である国分町に開設され、仙台で MSM を対

象に HIV の情報を届けるボランティアグルー

プ「やろっこ」が運営を担っている。仙台を

中心とするゲイコミュニティだけでなく地方

に住む MSM に対しても HIV に関する情報提供

を行ってきた。 

平成 23 年度 1,896 名、24 年度 1,681 名、

25 年度は 12 月末現在で 1,422 名の来場者が

あった。24 年度の同期間:12 月末（1,332 名）

と比べ 107％と増加している。25 年度の新規

来館者数は 12 月末現在 107 名で、こちらも

24年度の同期間(81名)と比べ132％と増加し

ている。25 年度は、ZEL の周知のため、イラ
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スト展など集客力のある企画を行ったことに

より、来場者総数、新規来場者数が増加した

と考えられる。24 年度以降、ZEL では、HIV

に関連した冊子やコンドームを配布すること

に加え、様々なイベント等を通して HIV に関

する情報提供を行った。震災後、宮城県、特

に仙台市では、復興需要から流入人口が増加

していることから、25 年度は転入者を対象に

ZEL の周知と HIV の情報提供を行う「仙台デ

ビュー」を年 4回実施し、のべ 33 名の参加が

あった（図 4,5）。 

啓発資材の配布としては、24 年度に引き続

き、25 年度も仙台市エイズ即日検査会の MSM

向け広報資材（ポスターとカード）をゲイバー

など、MSM 向けの商業施設に配布し、HIV 検査

の啓発を行った（図 6）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台市の HIV 検査については、ZEL が平成

22 年の開館以来定期的に発行しているフ

リーペーパー（25 年度は年 4回発行）にも情

報を掲載し、HIV 検査の受検促進をはかって

きた。 

保健所 HIV 検査受検者に対するアンケート

調査によれば、仙台市の HIV 抗体検査受検者

に占める MSM の割合は、通常検査、即日検査

会とも増加傾向にある（表 1,2）。 

 

表１.仙台市 HIV 抗体検査の受検者に占める   

MSM の割合 

2008 2009 2010 2011 2012 
4.5％ 5.0％ 5.8％ 7.5％ 10.1％ 

 

表 2.仙台市エイズ即日検査会の受検者に占

める MSM の割合 

2010 
12 月 

2011 
12 月 

2012 
6 月 

2012 
12 月 

2013 
6 月 

10％ 15％ 9％ 19％ 28％ 

 

また、25 年度は新たに、岩手県の保健所で

実施されている HIV 検査の MSM 向け広報資材

（ポスターとカード）を作成し、盛岡市内の

MSM 向け商業施設に配布。盛岡市保健所の HIV

検査広報資材の配布にも協力し（図 7）、仙台

市内のゲイバー・ハッテン場への定期的なコ

ンドーム配布に加え、秋田市内のゲイバー1

軒でもコンドーム配布を開始し、4月から 12

月までの 9ヶ月間でゲイバーとハッテン場の

図 4 
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計 16 軒で、3,900 個を配布した（図 8）。 

平成 25 年度はコンドームの配布に加え、コ

ンドームの使用を促すための資材（ポスター

とカード）を作成、7月末より東北全域の MSM

向け商業施設計 32 店舗に配布した。 

 

 

 

4. MSM における行動科学調査及び介入評価研 

究 

ゲイコミュニティに対するアンケート調査

として、クラブイベントおよびバレーボール

大会と連携した web アンケート「コミュニ

ティネットワークを用いた MSM を対象とする

性の健康、HIV/AIDS 感染予防行動に関する質

問紙調査－GCQ アンケート－（以下、GCQ アン

ケート）を平成 25 年 5月に実施し、161 件の

有効回答を得た（全国の同時期のアンケート

の東北分回答者を含めると 182 件の有効回

答）。GCQ アンケートでは、HIV 検査の過去 1

年間の受検率が 29.1％と平成 24 年度の

35.3％より減少した（表 3）。 

表3．過去1年間のHIV抗体検査受検率の推移 

2009 2010 2011 2012 2013 
29.1％ 23.3％ 29.9％ 35.3％ 29.1％ 

 

年代別にみると、25 歳〜39 歳の年代では、

30％以上が過去１年間に HIV 検査を受検して

いるが、24歳以下の若年層が26.1％、40歳以

上の中高年が19.6％と低くなっている（表4）。 

 

表 4．年代別にみた過去 1 年間の HIV 抗体検

査の受検率 

24 歳 
以下 

25-29
歳 

30-34
歳 

35-39
歳 

40 歳 
以上 

26.1％ 41.0％ 31.8％ 31.0％ 19.6％ 

 

コンドームの常用率については、友達やセ

クフレ相手では 2012 年より使用割合が高く

なったものの、その他では 2012 年度よりも使

用割合が低くなった（表 5）。 

 

表 5．コンドームの常用率（過去 6ヶ月） 
セックスの相手 2012 2013 
彼氏や恋人相手 48.9％ 27.5％ 

友達やセクフレ相手 30.9％ 55.3％ 
その場限りの相手 54.5％ 35.3％ 

 

D.考察 

仙台市の HIV 抗体検査受検者に占める MSM

の割合の増加は、MSM 向けに行ってきた検査

広報資材の作成・配布が成果を上げてきてい

るものと考えられる。 

しかしながら、40歳以上で過去1年間のHIV

抗体検査の受検経験が低くなっている。東北

地域では「いきなりエイズ」の割合が高く（動

向調査によれば平成25年は9月の時点ですで

に 47％台の値を呈している）、中でも中高年

での割合が高くなっている。こうした現状を

考えると、例年同様、種々の職種における研

修会・研究活動を活発化し、HIV 感染症につ

いて意識を高め HIV 抗体検査実施件数を増や

すとともに感染予防の啓発をすすめていく必

図 7 
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要があり、特に中高年の MSM に向けた HIV 検

査の受検促進の取り組みが必要と考えられる。 

また、アンケートの結果を見ると、コンドー

ムの使用率が低くなっている。平成 25 年度に

行ったコンドーム使用を呼びかける資材の作

成・配布の効果についてはまだ検証できてい

ないが、今後もコンドーム使用を広める取り

組みを継続的に行っていく必要がある。 

 

E.結語 

東北地域のゲイコミュニティへ向けた啓発

（企画、実施、評価）の体制作りが ZEL を中

心とした活動により進みつつあり、保健所受

検者の中で MSM の占める割合が増加してきて

いる。コミュニティを中心とした啓発活動の

結果と考えられる。今後も東北地域の MSM と

の接触機会を増やし活動範囲を広げ、HIV 感

染拡大に対する予防啓発活動を積極的に進め

ていく必要があり、協力可能な NGO と連携を

強め、MSM におけるゲイコミュニティの理解

を得つつ、より効果的なプログラムを開発・

提供し、彼らの行動変容が可能になるように

してゆく必要がある。そのためには戦略的に

行政等の機関への提言を行い、より広い連携

体制を継続的に構築してゆくことが今後も求

められる。 
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